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平成２５年度活動報告書

高岡市

港で働く船大集合

伏木港まつり実行委員会

報　　告　　者

高岡市産業振興部みなと振興課 0766-44-0484

山村紘次 h-yamamura01@city.takaoka.lg.jp

　・海上自衛隊護衛艦及び国土交通省大型浚渫兼油回収船合同入港歓迎式典の開催

共催：北日本新聞社、協賛行事：海上自衛隊、国土交通省、海上保安部、税関、高岡市消防本部、富山県

平成25年8月3日

７，０００人

１，７６０，１０８円

　活　動　全　般

　他港から大型船舶を誘致するとともに、日ごろ伏木富山港で活躍する舟艇等の紹介や

伏木港内の体験乗船などを行うことにより、伏木港の魅力や役割を再認識し、もって

市民のみなとまちづくりの意識高揚や伏木地域の活性化を図ることを目的とする。

＜イベント内容＞

　○海自衛隊護衛艦、国土交通省大型浚渫兼油回収船の誘致

　○船舶の一般公開、体験航海、放水体験、潜水士公開訓練

　○物販、飲食コーナーの設置

　他の会員の参考となる新しい試み等

　・北前船を模したシンボル船の作成

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施す
る上で注意する点）

船舶を並べることで広大になったイベント会場を、ストレスなく回っていただけるよう、中心に

メインとなる大きな船舶、川上側に次に集客できそうな体験航海の船舶を配船した。

車の移動のアナウンスが、その車の運転手が体験航海に参加中のため伝わらなかった。

実　施　概　要

マスコミ等の反響
別紙：総会活動支援報告参照

別紙：総会活動支援報告参照

参加者の反響
（参加者の声）

普段乗ったり中を見れたりできない船が一般公開されてとても面白かった。

船そのもの以外に、港で働いたり、船員さんや船長さんといった仕事に興味をもった。

活動に対するPR内容
別紙：総会活動支援報告参照



日本海にぎわい・交流海道ネットワーク 
活動支援報告 

平成２５年１０月３日 

高岡市 

   【伏木外港着工25年・伏木万葉ふ頭供用開始15周年記念イベント】 
  

   ～ 『伏木港まつり』を活用した 
            “みなと”の役割や楽しさの発信 ～ 



新湊地区 

（射水市） 

富山地区 

（富山市） 

伏木地区 

（高岡市） 

・伏木富山港は、本州の中央部に位置し、その恵まれた地理的条件により、古くから 
 日本海側の重要な港として栄え、１９８６年に特定重要港湾に指定された。 
 （港湾法の改正により、 2011年4月に国際拠点港湾に名称変更） 

・大正時代に臨海工業地帯が形成され、外港への機能展開を図っている伏木地区、 
 運河を活かした魅力ある水辺空間を持つ富山地区、増大する外貿コンテナ貨物に 
 対応する新湊地区の３地区で構成され、県内外の社会経済の一翼を担っている。 

伏木富山港の概要 

＜高岡市の概要＞ 
人口 ： 約17.8万人、 面積 ： 約210㎢（東西25km×南北20km） 
特産品 ： アルミ・銅器・漆器、 観光 ： 雨晴海岸・瑞龍寺・古城公園・高岡大仏・御車山祭・伏木曳山祭 
伏木地区の特徴 ： 万葉時代から利用された歴史ある港町であり、江戸時代は北前船の寄港地 
            近年は背後工業用地（化学品・製紙）の原材料の供給拠点 1 



伏木港の外港展開と日本海側拠点港の役割 

小
矢
部
川 

伏木港は古くから小矢部川の河口港 

として発展してきた港湾であったが、 
 

①河口港の宿命である 

    維持浚渫からの脱却 

②船舶の大型化への対応 

③危険物取扱施設（石油タンク）の 

    市街地からの分離 
 

を図るため、平成元年に外港展開を着手 

伏木港外港プロジェクト 

① 

② 

③ 

C工区 

（未着工） 

・国際フェリー・国際RORO船 

・外航クルーズ（背後観光地） 

新たな活用 2011年国交省施策 

  「日本海側拠点港」としての役割 
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伏木外港着工２５年 

進む外港展開と離れ行く住民心理 
身近な河口港から 

外港へと展開している 

ロシア関税やリーマン
ショック等による物流
（船の寄港）の減少 

小
矢
部
川 

①河口港の宿命である維持浚渫からの脱却 

②船舶の大型化への対応 

③危険物取扱施設の市街地からの分離 
  

 → 外港展開促進や機能移転による活性化 

伏木港外港プロジェクト 

① 

② 

③ 

C工区 

（未着工） 

元気がなく、遠くなった
伏木港！ 

船を間近に見なくなった 

船員さんを見なくなった 

 

不安と焦燥 

みなとまち伏木とは？ 

伏木外港展開とみなとまち伏木の現状 

3 

・国際フェリー・国際RORO船 → 新たな機能による活性化  

・外航クルーズ（背後観光地） → 交流によるまちづくり  

新たな活用 2011年国交省施策 

  「日本海側拠点港」としての役割 



港があるまちとしての気運づくりに向けて！！ 
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手段 ： 毎年開催される地元のお祭り「伏木みなとまつり」を活用して、 

                    もっと、“みなとの役割”を周知 

 ⇒ 今までのみなとまつりの伝統的な行事に加え、 

         日ごろ活躍している船を集めて紹介や 

         体験乗船をしてもらうことで、 

         みなとを肌で感じ、まちづくりの意識高揚や伏木地域の活性化につなげる 

方針 ： 今後の外港展開や伏木港の活性化を図っていくためにも、 

                    今、港湾所在市である“高岡市”としてできることは？ 

 ⇒ まずは、「みなとが私たちの生活に欠かせない」 

         「みなとが町にあると楽しい」       ことを市民に知ってもらう 

 『魅力いっぱい船いっぱい！港で働く船大集合！』 事業の実施 



港で働く船大集合の概要 

平成元年（1989）の伏木外港着工から25年目、 

平成10年（1998）の供用開始から15周年を記念し、 

伏木港等で働く船の紹介やイベントを開催する。 
 

また、富山県置県130年、北陸新幹線「新高岡駅」
開業記念イベントとしても位置付ける。 

事業イメージ 

＜外港＞ 

①自衛隊護衛艦（体験航海有） 
②国交省大型浚渫兼油回収船 
※その他物販等を実施 

＜内港＞ 

③海保巡視船（潜水士公開訓練） 
④国交省業務艇（体験航海） 
⑤高岡市消防艇（放水体験） 
⑥その他（曳舟、税関船等） 
※オープニングセレモニー、物販、 

 パネル展示等を実施 

① 
② 

③ 

④ 
⑤ 
⑥ 

外港エリア 

左岸エリア 

伏木港まつり「港で働く船大集合」の様子 

開会行事 
船舶一般公開 
物販、 
パネル展示等 

船舶一般公開 
パネル展示 
物販等 
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港で働く船大集合の概要 

記念イベント「港で働く船大集合」PRチラシを作成 

印刷部数：13,000部  当日用チラシ：2,000部 

市内小中学校の全児童、 

市内幼稚園・保育園の年長児、年中児に配布 

チラシ裏面の一部 チラシ表面 
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①オープニングセレモニー（北前船を模したシンボル船のお披露目） 

②海上自衛隊護衛艦「ちくま」、国土交通省大型浚渫兼油回収船「白山」の誘致 

港で働く船大集合の実施状況 
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③船舶の一般公開及び、潜水士公開訓練、体験乗船、放水体験（１／２） 

港で働く船大集合の実施状況 
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③船舶の一般公開及び、潜水士公開訓練、体験乗船、放水体験（２／２） 

港で働く船大集合の実施状況 
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④物販・飲食コーナー・PRブース等の設置 

港で働く船大集合の実施状況 
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マスコミ等の反響 

11 

北日本新聞（朝刊）平成25年8月4日（日） 

富山新聞（朝刊）平成25年8月4日（日） 



マスコミ等の反響 
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富山新聞（朝刊） 
平成25年7月31日（日） 

北日本新聞（朝刊）平成25年8月2日（金） 



マスコミ等の反響 
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北陸中日新聞（朝刊） 
平成25年8月4日（日） 

○地元CATV1社に於
いて「働く船大集合」の
報道がなされた。 



国土交通省、富山県をはじめ、港湾関係のみなさま 
高岡市としても“みなと”による地域の“元気”や“まちづくり”に 

取り組んでまいりますので、伏木港の活性化に向け引き続きの
ご支援・ご協力をお願いいたします。 

   ご清聴ありがとうございました。 
14 


